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パネルディスカッション
街とくらしのイノベーション
座　　　長：小宮山　日登美（訪問看護ステーションひとみ）　　　　　　 
木　暮　みどり（千葉大学医学部附属病院）　　　　　　　　 
パネリスト：高　丸　　　慶（株式会社ホスピタリティ・ワン）　　　　　 
高　原　達　也（一般社団法人セーフティネットリンケージ） 
林　　　新二郎（山万株式会社）　　　　　　　　　　　　　
１．パネリスト発表内容
１）地域包括ケアシステム構築に向けた看護師による自
助サービス（高丸慶氏）
現在，運営する訪問看護ステーション株式会社ホスピ
タリティ・ワンを2008年に立ち上げ10年目を迎える。本
企業は，自助，互助サービスを広め，社会保障制度だけ
に頼らない仕組みを創るQOLの高い後悔の無い最期を
実現するサービスの構築を目指している。３年前には，
最期まで生き生きと，ということでLIVE! YOU LIVE! 
FAMILY LIVE! ME（私たち看護師）をスローガンとし
た。具体的には，介護保険ではできないこと，例えば，
24時間看護師が付き添うターミナルケアおよび在宅ホス
ピス，転院の付き添い，入院患者さんの一時外出，外
泊，旅行の付き添い等を行っている。
東京都港区，神奈川県藤沢市の富裕層が多い地域にお
いては，介護保険の免許を取って介護事業所も行ってい
る。介護保険のサービスを使っている中でどんなサービ
スに不満を持っているかをヒアリングした結果，介護保
険サービスと保険外サービスの両方行うことを，どこで
もやっていけるのではないかと考えた。そこで拠点を拡
大している。これは私たちがやっているノウハウをほか
の訪問看護ステーションに伝えていくことである。
２年前からは，厚生労働省からも自助サービスを広げ
る働きがあり，地元のケアマネジャーやソーシャルワー
カーの情報を収集でき，マッチングできるサービスを作
ろうと退院支援ナビをやっている。特に対象としている
のは，終末期サービスである。ご本人も含め，この看取
り良かったよね，と言ってもらいたい。だから，その方
を含めた家族のケアを予算の中で考えて提示できるよう
にしていきたいと思っている。
学生時代に，アダプテーションモデルを開発したロイ
に会いに行き，やりたいことをやりなさいと言われた。
基軸となっているのは，久常節子元看護協会長の言葉で
ある看護の４つのフェーズ：１：患者さんを看る（基礎
看護学，成人看護学など），２：患者さんを取り巻く家
族を看る（家族看護学など），３：家族を取り巻く地域
を看る（地域看護学，公衆衛生学など），４：地域を取
り巻く国を看る（看護政策学など），である。介護保険，
医療保険は，患者を看ることにしか対応していない。看
護師がすることは２～４まであるのだから，それをする
には財源が必要である。
パネルディスカッションのテーマ「イノベーション」
は，まさに先導者，「2025年に求められる病院経営のプロ
フェッショナル力」（医学書院　田中滋病院経営のプロ
フェッショナル）に記載されている「制度・政策・報酬
の将来を先取りして，地域資源・院内資源を活用し，自
院・自法人と地域を育てる」となっていくことだと思う。
２）地域が主体となって見守り合える街を育てる「みま
もりあいプロジェクト」（高原達也氏）
現在の事業を立ち上げる前は，ベネッセコーポレー
ションにおいて「公設民営・東京都認証保育事業」「た
まごクラブ・ひよこクラブ」「いぬのきもち」「ウィメン
ズパーク（サイト会員500万人）」の事業を立ち上げた。
2017年認知症関連行方不明届出数＝15,000件。この社
会問題を解決するため地域が持つ助け合いの心「互助」
を「ICT技術（見える化）」がサポートする発想で生ま
れた「捜索支援アプリと緊急連絡ステッカー（病歴と薬
の確認が可能）」を使い，万一の際に地域で助け合える
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協力者を増やし，見守り合える街を育てる「みまもりあ
いプロジェクト（厚生労働省介護ロボットを活用した介
護技術開発支援モデル事業）」を昨年４月から開始した。
日本はお財布を落としても毎年７割は戻ってくるとい
う。日本なら互助ができると確信した。この事業の最大
の特徴は，個人情報を保護した状態で家族が直接協力者
に探索依頼ができ，発見した際，お互いの電話番号が非
表示の状態でご家族と連絡が取り合えることである。発
見されると御礼通知が届くため，今度は何かあったら手
伝おう，気にしてみようなどの心を育てていることが分
かった。このように地域が主体となって見守り合える街
を育てることが可能になり，現在，アプリDLが口コミ
だけで35万件，導入自治体10か所となっている。例え
ば，認知症の家族を探索したいとき，10桁の IDで，自
宅から捜索依頼することができる。柏市では見守り隊が
5,000人いる。
また，お祭り・イベントにて「見守り・かくれんぼ企
画」を軸に若いご家族・学生にも広がっている。見守り
の輪は「子供たち」にも活用でき，現在，各地域で仲間
が増えており，自然発生的に支部もできつつある。多く
の企業からも賛同を得て，支援の準備が進んでいる。最
新では，東京海上日動火災保険と「認知症の方と家族の
ための保険」を共同開発し「みまもりあいプロジェク
ト」が保険に付帯されることとなった。
３）街とくらしのイノベーション（林新二郎氏）
山万株式会社は，昭和26年に設立した。それまでは繊
維の問屋を営んでいた。現社長が昭和39年に本社を東京
に移し本格的に不動産デベロッパーとなって横須賀市ハ
イランド開発に着手，その後，ユーカリが丘ニュータウ
ン開発に着手した。現在まで47年間街作りを行ってきた
がまだまだ続く。敢えて終わらないよう，その街に積極
的に関わろうとしてきた。
現在，興味あるのがAIであるが，AIに動かされるよ
うになってはいけない。アトムの世界が50年後に来ると
思っていたが，まだ自動車が空を飛んでいない。そうい
う時代になったとき，人は本当に必要ないのか。自分が
病院で世話になって，看護師さんはFace to Face，手を
差し伸べてくれるだけでも十分に価値があると思った。
ユーカリが丘の開発で目指してきたものは，今までに
なかったビジネスモデルの構築である。理論を立てて実
践する繰り返しであるからなかなか終わらない。街づく
りの考え方には，５つのファクターがある。それが「少
子高齢化」「環境共生化」「地方分権化」「高度情報通信
化」「国際化」である。これが本当にできたら街づくり
は終わるが，実際終わりはない。
常に心掛けていることは，最低でも10年間前倒しで対
策を行わなくてはいけないことである。街を作るという
ことは，未来永劫，それに対応できるような場所を作る
ことがベースにならなくてはいけないと思っている。
「ハッピーサークルシステム」という言葉で，それを象
徴している。ありとあらゆる多世代がいつまでも住み続
けられる環境をどう作るかということが一番のテーマで
ある。高齢者施設，子育て支援施設を逐一作り続け，病
院まで経営を始めた趣旨は，地域包括ケアシステムを完
結させることである。今後，大学とどう連携を取ってい
くかがさらなるテーマである。
また，高齢者の増加だけでなく，妊婦さんが買い物等
で街の中をきちんと動けるような環境を作るために，
ユーカリが丘線を補完する電気バスを６台購入し，交通
手段を確保している。タウンマネジメントからエリアマ
ネジメントとういうことで，2009年から始めたのが，イ
ンターネットのプロバイダ事業，地域メディアの作成で
ある。社会インフラを使い，IT，IOTを導入すれば，
もっと地域医療，遠隔医療を具体化できると思ってい
る。一方で，エリアマネジメントグループのメンバー
は，ミッションはなく，お宅へ行って，異常はないか，
困りごとはないか相談に歩いている。その内容を，月１
回全員（約40人）が集まって共有し，その場で指示をだ
す。役所の仕事だと思う内容でもすべて挙げ，できるこ
とは全部やることにしている。「衣・食・住」から「医・
職（食）・充」へシフトしていると理解している。
最終的には，病院も何もかも生活利便性の高い，人の
集まる駅前エリアに持ってこようと思っている。その中
で，遠隔医療も含めていろいろな形で発信できることは
沢山あるだろう。また，ワーキングやアントレプレナー
（若者企業家＋高齢者のコラボレーション）と呼ばれて
いる人間が集まってきているので，そういう方々と一緒
なってまだまだ化学反応を起こせるだろうと思ってい
る。また，Face to Faceの部分で，大事な介護，看護に
携わっている皆さんと手と手を取り合ってこれからも街
づくり進めたいと思っている。
２．ディスカッション
＜質疑応答＞
Q１：過疎地域における展開についてはどう思うか
高丸：当初は，都心部で展開した。地方では「地縁のな
い業者」であることが求められている。
高原：アプリなのでスマホを多くの人が使っていること
が大事。機能によっては都市と変わりなく使える。
　林：IOTを進化させると同時に，Face to Faceの関係
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性は保持していく。
Q２：パネリストの３者が一緒になったら，どんなこと
ができそうか。
　林：すでに高原さんとともに，ユーカリが丘でお祭り
イベントやる予定ある。
高原：これから50年で，互助をどんどん進化させたい。
緊急事態，防犯を街の中でどう互助できるか考え
ていきたい。人工知能を使って新しいものを作り
たい。
高丸：誰がリーダーシップをとってもよいので，将来的
に看護師がリーダーシップをとりながら地域包括
ケアシステムを作っていきたい。
　林：ゆりかごから墓場までと言うように，霊園を作る
予定である。特に駅前にあると良いと思ってい
る。地域を作る担い手は，地元の人に，よそ者，
若者を利用してもらいたい。
Q３：看護職への期待，看護職が加わることでとのよう
な価値が街づくりに加わっていくのか。
高丸：自費，富裕層の看取りが多いが，お金ではないこ
とが分かった。看護師として成長した死生観，価
値観で地域を見ていけるのは，違った形の街が作
れるのではないかと思う。看護師だけが作るとい
うより，人と人とをつなぎ導くことができると思
うし，自身もそのような役割をしたい。
高原：医療者も家庭に帰れば見守らなければならない人
がいる。それぞれの職種の中での見守りプロジェ
クトを考えてほしい。
　林：10年後どうなっているかを考えている。24時間看
護職者が街の中にいることは，地域においては絶
大な安心感につながる。AIが進化する中だから
こそ，Face to Faceの関係，患者さんと向き合う
関係がとてつもなく大事になってきている。人の
人並みの生活と思っている。
